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用に Shear Wave Elastography(SWE)が実用化され、その動脈硬化診断へ応用が
注目を浴びている。これは、せん断波の速度(CS)を計測し、その 2 乗が組織弾性(E)












を有するため、TOF 法では CS が正確に求められないが、Lamb 波理論基盤の方
法では設定値と正確に一致することを確認できた。 
次に、ファントム実験では、硬さの異なる（寒天 1.5%と 2%の）平板状ファン
トム(厚み 2mm)と円筒状ファントム(厚み 2mm、内径 4mm と 8mm)を製作し、
両方の CS 推定法で得られた結果を比較した。その際、バルク状ファントムに対し
ての SWE 装置の計測値を基準値とした(寒天 1.5%の CS は 5.3±0.27m/s、寒天 2%
は 7.3±0.54m/s)。平板状ファントムの測定結果として、TOF 法では寒天 1.5%は
3.23±1.06m/s、寒天 2%は 4.45±1.33m/s が得られ、基準値より低く評価される傾
向が観られた。一方、Lamb 波理論に基づく推定法では寒天 1.5%は 5.0m/s、寒天
2%は 7.2m/s が得られ、基準値とほぼ一致することが確認できた。 また、血管
を模した円筒状ファントムの推定結果として、寒天 1.5%に対し 5.3m/s(厚み 2mm、
内径 8mm)と 5.1m/s(厚み 2mm、内径 4mm)、寒天 2%に対しては 7.3m/s(厚み
2mm、内径 8mm) と 7.0m/s(厚み 2mm、内径 4mm)が得られ、Lamb 波理論基盤
の推定法が有効であることが検証できた。 
最後に、Ex Vivo 実験では、豚大動脈(2 つの試料)を用い、基準としての圧縮試
験の値 (130.3±18.4 と 111.7±8.8kPa)に対し、両方の推定法で得られた弾性率(E)
を比較した結果、TOF 法では 44.6±3.9 と 30.4±3.5kPa、また Lamb 波理論に基
づく推定法では 125.2±2.1 と 120.5±2.0kPa が得られ、Lamb 波理論に基づく推定
法がより精度が高いことが検証できた。 
以上の結果から、厚みの薄い平板状や円筒状媒質の場合、従来の TOF 法では速
度分散性が原因で CS が正確に推定できないが、Lamb 波理論に基づく推定法では
Cs が精度よく推定できることが確認できた。そして本研究では Lamb 波理論を用
いて円筒状媒質の CS を推定するために、2 次元窓関数でせん断波の円周方向成分





























なお、本学位授与申請者は、平成 28年 7月 8日実施の論文内容とそれに関連した試問
を受け、合格と認められたものである。 
                要旨公開可能日：平成２９年８月１日 以降 
